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10月会議　10月28日
報告3件・議案1件（計4件）

12月会議　12月5日～15日
報告1件・議案16件・追加議案10件・動議2件（計29件）

12月会議において議論が集中したのは、９月会議での否決により再提案された「町温泉
施設等条例を廃止する条例」と、本議案可決により追加提案された「財産の処分（新鶴温
泉等の土地と施設）について」。さらには、「正副議長不信任の動議※」となりました。

新鶴温泉施設を経営移譲 あやめの湯廃止へ
（営業は令和 5 年 3 月末までを予定）

「町温泉施設等条例を廃止する条例」 　賛成多数で可決　　町民アンケートと町民説明
会の結果を踏まえ、再提案されました。

提案理由が前回と全く同じである。維持管理経費
を論ずることなく、住民の福祉と観光施策の観点
から論ずるべきだ。（村松 尚議員）

住民福祉の増進と観光の発展及び振興に寄与する
という目的が達成されたとは確認できない。あや
めの湯は令和６年まで使用可能である。一部改正
する条例とすべき。（渋井 清隆議員）

財政論理だけでなく、町は民営になっても町民
の不安解消策等を「確かな決意をもって」講じ
るとした。さらに、福祉施策は維持し観光施策
にも一層留意していくことも確認できた。（根
本 謙一議員）

本町の予算がより合理的に町民のために使われ
ること、また福祉の向上と観光振興に期待でき
る。（大竹 惣議員）

反対
4

賛成
10

村松、渋井、堤、
根本（剛）

櫻井、大竹、渡辺、荒川、
山内、長嶺、小島、星、
根本（謙）、鈴木

※欠席　横山 義博議員（傷病のため）

追加提案「財産の処分」について 　賛成多数で可決　　民間譲渡のための処分であ
り、温泉施設は今までどおり利用できます。

今年度末までは行政財産であるため、売り払い契
約は4月1日以降となる。しかし、仮契約締結は令
和4年12月12日であった。現時点で温泉施設等と
して使用中のまま売り払い契約の締結はできない。

（渋井 清隆議員）

温泉施設売却価格の根拠と売却後の利用者への補
助制度（年間2,000万円）や給食費の無償化への
期待を抱かせる住民説明会。住民アンケートにつ
いても多くの疑問が残る。（村松 尚議員）

施設の民営化による財産処分は、行政のスリム
化、財政の効率化に資するものである。（長嶺 
一也議員）

売却価格は、不動産鑑定士が算定した評価額で、
妥当だ。また、譲渡先候補法人は、町振興公社
の運営を踏襲し、さらなる利用者本位の運営を
する意欲と戦略を持って経営努力する決意でい
る。（星 次議員）

反対
5

賛成
10

村松、渋井、堤、
根本（剛）、横山

櫻井、大竹、渡辺、荒川、
山内、長嶺、小島、星、
根本（謙）、鈴木

※動
ど
議
うぎ

…会議の進行中に議員が発議した議題。
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10月会議
【一般会計補正予算　第５号】
歳入歳出それぞれ1億8,161万2千円を追加
物価高騰の影響を受けている低所得世帯や農業
者への支援　
●総合福祉支援事業	 （1億1,991万2千円）
　低所得者世帯へ１世帯５万円を給付
●農業生産力強化支援事業	 （5,960万円）
　肥料高騰の影響を受けている農業者への支援
●教育研究事業	 （210万円）
　中学校の各種大会参加経費補助

12月会議
【一般会計補正予算　第６号】
歳入歳出それぞれ7,697万4千円を減額
事業確定による決算を見込んだ減額補正
【指定管理者の指定】
指定管理施設　新鶴高齢者福祉センター

ふれあいセンター「あやめ荘」
保健センター

指定管理者　町社会福祉協議会
指定管理の期間　令和５年４月１日より５年間
【新鶴こども園既存園舎解体工事請負変更契約】
石綿処理工事及び外構解体・撤去

（1億710万8,100円）
契約の相手方　美里建設工業（株）
【除雪機械購入契約】
8ｔ級除雪ドーザの購入	 （1,969万円）
契約の相手方　コマツ福島（株）会津支店

（制限付一般競争入札）

追加議案
【一般会計補正予算　第７号】
歳入歳出それぞれ1,080万1千円を追加

（総額138億8,994万円）
県人事委員会給与等勧告に基づく増額補正
【町郷土資料館（仮称）展示用備品購入契約】
展示ステージ、壁面パネル購入	 （946万円）
契約の相手方　（株）栄町オサダ（指名競争入札）

主な議案 不信任動議
　 議長不信任の動議 　

提案理由　（提案者：村松 尚議員）　
９月会議において、温泉売却の反対討論原
稿に係る議長の一連の取り扱いと言動は、
議長としての中立・公平性に欠ける。
　➡ 　可否同数のため、議長裁決により否決　

（横山知世志議長は除斥※、鈴木繁明副議
長が議事進行）

（�櫻井、大竹、渡辺、荒川、山内、
長嶺、星）

・�不信任の域に達していない。（山内 豪議
員）

・�中立・公平でないとは言い切れない。（櫻
井 幹夫議員）

（�村松、小島、渋井、堤、根本（謙）、
根本（剛）、横山）

・�議長としての公正性を欠く言動が度々あ
り、民主的な議会運営をしていない。（渋
井 清隆議員）

　 副議長不信任の動議 　
提案理由　（提案者：村松 尚議員）　
議長を補佐すべき副議長としての発言は、
責任感や意思がない。
　➡ 　反対多数により否決　

（鈴木繁明副議長は除斥）

（�櫻井、大竹、渡辺、荒川、山内、
長嶺、小島、星）

・�不信任の要件は、町政運営や町民生活に
重大な影響を及ぼしたときに成立するも
の。提案理由はその域に達していない。

（大竹 惣議員）

（�村松、渋井、堤、根本（謙）、根
本（剛）、横山）

・�議長を補佐する立場でありながら、無為
無策である。（渋井 清隆議員）

※除
じょ
斥
せき

…�自己に関する事件については、議事に
参加できない。

反対
７

反対
8

賛成
７

賛成
6
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１．村
むら

松
まつ

　尚
なおし

..........................................................５ページ
・どうなる？資料室収蔵資料
・物価上昇への対応は
・除雪体制や事故防止の対策は

２．渡
わた

辺
なべ

　葉
は

月
づき

.....................................................６ページ
・財源を生み出して町を豊かに

３．小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

.....................................................７ページ 
・「受領委任払い」で負担軽減を
・サニタリーボックスを全トイレに

４．大
おお

竹
たけ

　惣
そう

..........................................................８ページ
・農業施策の見直しを
・指定避難所の現状調査と見直しを
・スクールバスへの児童置き去り防止対策を
・幼少中一貫教育のわかりやすい説明を
・本町でもカーボンニュートラル宣言を
・町民要望には途中経過や検討結果の報告を

５．長
なが

嶺
みね

　一
かず

也
や

.....................................................９ページ
・当初予算に杉山カラーをどう反映
・本町子育て支援、高評価の理由は
・オールふくしま買って応援キャンペーン、町事業者への働きかけは
・移住者に対する家賃補助は

６．根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

.....................................................10ページ
 ・温泉等条例廃止で福祉施策に懸念
・旧本郷一小跡地計画に中高生の声を
・来年度予算編成「議会提言書」に書面回答を
・「ワインフェス」の成果を検証し活用を

７．星
ほし

　次
やどる

..............................................................11ページ
・当初予算へ議会提言の反映は
・農業用溜池の維持管理は
・蓋沼森林公園の利活用と維持管理は
・博士トンネルの道路沿線に花の植栽を

８．渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

.....................................................12ページ
 ・温泉施設譲渡理由に正当性は

９．櫻
さくらい

井　幹
みき

夫
お

.....................................................13ページ
 ・生涯学習センター分館の解体見直しを！

10．横
よこ

山
やま

　義
よし

博
ひろ

傷病による欠席のため取り止め

11．山
やま

内
うち

　豪
すぐる

..........................................................14ページ
・宮川千本桜の補植・改植計画は
・吹上運動場トイレを快適に！
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一
般
質
問
　

10
名
の
議
員
が
町
政
を
質
す

一
般
質
問
と
は
・
・
・

議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の

方
針
等
に
つ
い
て
の
所
信
や
疑
問
を
質た

だ

す
こ
と
で
、
報
告
や
説
明
を

求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ホームページで
一般質問を録画
配信しています
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一
般
質
問

ど
う
な
る
？
資
料
室
収
蔵
資
料

答 
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

議
員　
今
般
の
物
価
上
昇
で
は
、

町
内
の
団
体
や
指
定
管
理
を
受
け

て
い
る
法
人
な
ど
に
影
響
が
及
ぶ

と
考
え
る
。
団
体
活
動
が
困
難
等

と
の
相
談
は
。

町
長　
現
在
ま
で
、
補
助
団
体
か

ら
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物

価
上
昇
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
協

議
を
行
い
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

議
員　
指
定
管
理
委
託
料
は
、
通

常
複
数
年
で
あ
る
と
思
う
が
、
影

響
は
。

町
長　
基
本
協
定
書
に
「
指
定
管

理
委
託
料
の
額
の
変
更
」
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ
き
、

協
議
を
行
い
適
切
に
対
応
し
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
　

議
員　
除
雪
体
制
や
事
故
防
止
の

対
策
は
。

町
長　
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入

で
対
策
に
繋
げ
ま
す
。

▲ �録画配信
が見られ
ます

村
むら

松
まつ

　尚
なおし

　

さらに ！ひと言
中山間地域の

除雪には、まだまだ
課題がある

議
員　
向
羽
黒
山
城
跡
は
国
指
定

史
跡
で
、
東
北
最
大
級
の
山
城
跡
。

そ
の
登
り
口
に
は
資
料
室
が
あ
る

が
、
令
和
９
年
度
に
取
り
壊
し
予

定
で
あ
る
。
資
料
室
に
は
蘆
名
公

時
代
か
ら
の
様
々
な
資
料
が
展
示

さ
れ
、
多
く
の
方
に
観
覧
さ
れ
て

お
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て

の
側
面
も
あ
る
。
文
化
庁
で
は
、

文
化
遺
産
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
に
対
し
て
の
支
援
も
行
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
資
料
室
へ

の
認
識
を
伺
う
。

教
育
長　
資
料
室
は
向
羽
黒
山
城

跡
を
訪
れ
た
方
々
に
山
城
の
変へ

ん

遷せ
ん

や
曲※

輪
の
構
成
な
ど
、
調
査
整
備

事
業
の
成
果
の
一
端
を
学
ん
で
い

た
だ
く
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

議
員　
数
多
い
資
料
を
ど
の
よ
う

に
整
理
す
る
考
え
か
。

教
育
長　
資
料
室
に
収
蔵
し
て
い

る
資
料
は
、
現
在
整
備
中
の
本
郷

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
整
理
・
収

蔵
し
、
歴
史
講
演
会
な
ど
に
合
わ

せ
て
展
示
す
る
な
ど
、
活
用
を
図

り
ま
す
。

議
員　
観
光
施
設
と
し
て
も
、
存

続
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
が
。

この場所だからこそ、向羽黒山城跡の観光に繋がる。

※
曲く

る
輪わ

　
城
の
内
外
を
土
塁
・
石
垣
・
堀

等
で
区
画
し
た
区
域
の
名
称
。

町
長　
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
有
し

て
い
ま
す
の
で
、
解
体
後
も
機
能

維
持
を
図
り
ま
す
。

議
員　
御
城
印
が
２
０
０
０
枚
以

上
購
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

観
光
地
に
は
珍
し
く
、
案
内
板
や

看
板
が
な
い
。
設
置
予
定
は
。

町
長　
向
羽
黒
山
城
跡
の
観
光
拠

点
化
を
図
る
う
え
で
、
看
板
設
置

は
必
要
と
考
え
ま
す
。

物価上昇への対応は
答 柔軟に対応する
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一
般
質
問財

源
を
生
み
出
し
て
町
を
豊
か
に

答 

省
け
る
も
の
は
省
い
て
い
く

▲ �録画配信
が見られ
ます

渡
わた

辺
なべ

　葉
は

月
づき

さらに ！ひと言

豊かな町へ第一歩
“財を生み出す ”

議
員　
現
時
点
で
次
年
度
の
個
人

町
民
税
、
法
人
町
民
税
を
ど
の
よ

う
に
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　
個
人
町
民
税
、
法
人
町
民

税
に
加
え
、
営
業
所
得
者
や
農
業

所
得
者
に
つ
い
て
も
、
経
営
環
境

は
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
予
想
さ

れ
る
た
め
、
減
少
す
る
も
の
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

議
員　
来
年
度
予
算
編
成
の
基
本

的
方
針
で
は
、「
優
先
順
位
を
定

め
て
よ
り
一
層
適
切
な
予
算
を
見

積
も
る
」
と
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

財
源
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
。
あ

る
も
の
だ
け
で
細
々
と
運
営
し
て

い
て
も
町
は
動
き
出
さ
な
い
。
美

里
町
の
カ
ラ
ー
を
作
っ
て
い
く
た

め
に
、 

①�
特
定
の
事
業
に
重
点
的
に
財
源

を
落
と
す
。

②
そ
の
た
め
に
財
源
を
生
み
出
す
。

③
そ
の
た
め
に
無
駄
を
な
く
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
町
長
と
共
通
の

認
識
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

町
長　
議
員
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で

す
。

議
員　
町
税
減
収
が
見
込
ま
れ
る

中
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の

あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
公
共
施
設
の
集
約
化
、
複

合
化
を
目
指
し
て
お
り
、
平
成
18

年
度
と
令
和
3
年
度
の
比
較
で
は

建
物
部
分
の
延
床
面
積
は
旧
小
学

校
や
町
営
住
宅
の
解
体
に
よ
り
減

少
し
て
い
ま
す
。

議
員　
減
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
財
源
が
生
み
出
さ

れ
た
の
か
。

町
長　
小
学
校
で
約
６
，
５
０
０

万
円
、
町
営
住
宅
で
約
７
１
５
万

円
の
圧
縮
と
な
り
ま
し
た
。

議
員　
そ
れ
で
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
、
町
長
が
何
か
や
り
た
い
と

言
っ
て
も
、
財
政
的
に
ほ
ど
遠
く
、

も
っ
と
大
胆
に
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
施
設
の
あ

り
方
を
も
っ
と
見
直
し
て
、
さ
ら

な
る
財
源
確
保
に
努
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
今
ま
で
以
上
に
、
省
け
る

も
の
は
し
っ
か
り
と
省
き
、
財
源

に
充
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

議
員　
公
共
施
設
の
廃
止
の
仕
方

に
つ
い
て
も
よ
く
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
は
、「
財
政

的
に
〜
」「
計
画
が
〜
」
と
、
一

生
懸
命
説
明
を
す
る
が
、
そ
れ
で

は
町
民
は
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
づ

ら
い
。
現
在
の
機
能
が
ど
う
変
わ

る
の
か
を
十
分
に
説
明
し
た
上
で
、

「
私
た
ち
は
皆
さ
ん
の
現
在
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
絶
対
に
な
く

し
ま
せ
ん
！
」
と
、
未
来
図
を
示

す
こ
と
で
、
受
け
手
の
印
象
は
全

く
違
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
ズ
レ
が

あ
る
こ
と
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
そ
う
い
う
立
場
で
接
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

移住促進、観光振興等、
何をするにもお金が必要…
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一
般
質
問

サニタリーボックスを全トイレに
答 設置する

議
員　
近
年
、
男
性
用
個
室
ト
イ

レ
に
サ※

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
す
る
公
共
施
設
が
増
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
方
、
膀
胱
が
ん
や
前
立

腺
が
ん
の
手
術
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
尿
も
れ
パ
ッ
ド
を
使
用
す
る

方
か
ら
「
交
換
の
際
に
そ
の
場
で

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

の
声
が
あ
る
。
本
町
の
設
置
状
況

と
設
置
へ
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
安
心
し
て
公
共
施
設
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
ト
イ
レ
の
種
別

を
問
わ
ず
、
順
次
す
べ
て
の
ト
イ

レ
に
設
置
し
ま
す
。

▲ �録画配信
が見られ
ます

小
こ

島
じま

　裕
ひろ

子
こ

議
員　
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め

に
は
、
け
が
の
予
防
が
何
よ
り
大

切
で
す
。
高
齢
化
に
伴
い
「
介
護

保
険
の
補
助
制
度
」
の
利
用
者
は

増
え
て
い
く
と
考
え
る
。

現
在
、
町
で
は
、
福
祉
用
具
の

購
入
や
住
宅
改
修
に
対
し
、「
償※

還
払
い
」
を
行
っ
て
い
る
。
一
時

的
で
あ
っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な

り
、
利
用
者
か
ら
は
「
負
担
が
大

いち早い設置で、安心して利用できますね

介
護
保
険
に
お
け
る
支
払
い
方
法

※
償
還
払
い

　
利
用
者
が
い
っ
た
ん
全
額
を
支

払
い
、
そ
の
後
に
自
己
負
担
分

（
１
～
３
割
）
を
差
し
引
い
た
金

額
が
返
還
さ
れ
る
。

※
受
領
委
任
払
い

　
利
用
者
が
自
己
負
担
分
（
１
～

３
割
）
を
事
業
者
へ
支
払
い
、
保

険
給
付
対
象
分（
９
～
７
割
）は
、

利
用
者
か
ら
の
委
任
に
基
づ
き
町

が
事
業
者
へ
支
払
う
。

※
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

　
ト
イ
レ
の
個
室
ご
と
に
設
置
さ

れ
た
小
さ
め
の
ご
み
箱
の
こ
と
。

最
近
は
尿
も
れ
パ
ッ
ド
を
処
分
す

る
た
め
、
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
へ

の
設
置
も
増
加
傾
向
。

議
員　
災
害
時
の
対
応
と
し
て
、

男
女
と
も
に
尿
も
れ
パ
ッ
ド
は
備

蓄
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
使

用
期
限
が
あ
る
の
で
廃
棄
し
な
い

よ
う
利
用
方
法
も
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
不
安
な
く
避
難
で
き
る
よ

う
準
備
し
、
無
駄
に
な
ら
な
い
よ

う
対
応
し
ま
す
。

さらに ！ひと言
健康は

予防と治療の
積み重ねから

「
受
領
委
任
払
い
」で
負
担
軽
減
を

答 

実
施
す
る
方
向
で

き
い
の
で
改
修
時
期
を
ず
ら
し
た

い
」
と
の
声
も
あ
る
。
利
用
控
え

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用

者
の
一
時
的
負
担
を
軽
減
す
る

「
受※

領
委
任
払
い
」
の
導
入
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
う
。

町
長　
現
在
、
町
が
行
っ
て
い
る

保
険
給
付
は
、
福
祉
用
具
の
購
入

に
10
万
円
、
住
宅
改
修
に
20
万
円

を
対
象
経
費
の
上
限
と
し
、「
償

還
払
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ト
イ
レ
や
段
差
解
消
と
い
っ
た

改
修
は
、
工
事
費
が
高
額
と
な
り

一
時
的
に
支
払
う
負
担
が
大
き
く

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
利
用
者
の

負
担
軽
減
を
図
る
上
か
ら
、「
受

領
委
任
払
い
」
を
実
施
す
る
方
向

で
検
討
し
ま
す
。

議
員　
使
用
す
る
方

や
清
掃
す
る
方
が
、

不
快
に
な
ら
な
い
よ

う
ボ
ッ
ク
ス
の
大
き

さ
や
使
用
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
の
貼
り
紙
等

も
大
切
と
考
え
る
が

対
応
に
つ
い
て
い
か

が
か
。

町
長　
そ
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。



議会だより第 69 号［ 8 ］

一
般
質
問農

業
施
策
の
見
直
し
を

答 

提
案
さ
れ
た
見
直
し
を
検
討
す
る

議
員　
I
C
T
化
に
よ
る
省
力
化

支
援
の
補
助
対
象
事
業
費
は
、
30

万
円
以
上
が
要
件
だ
が
、
現
状
の

機
器
を
考
え
る
と
、
15
万
円
以
上

と
す
べ
き
。

町
長　
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
り
、

少
額
で
省
力
化
を
図
る
機
器
が
導

入
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

▲ �録画配信
が見られ
ます

大
おお

竹
たけ

　惣
そう

さらに ！ひと言

農業現場の声を
町政に届けます！

学生と様々な農場を訪れ、現場の声を聞きながら意見交換
しました。

指定避難所の
現状調査と見直しを

答 速やかに調査、再検討する

議
員　
洪
水
時
の
指
定
避
難
所
の

中
に
は
、
雨
漏
り
が
あ
る
本
郷
体

育
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在

避
難
所
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
の

現
状
を
調
査
し
、
再
検
討
す
べ
き
。

町
長　
現
在
の
指
定
避
難
所
が
適

し
て
い
る
か
速
や
か
に
調
査
を
行

い
、
対
象
災
害
の
種
類
の
見
直
し

な
ど
、
指
定
の
再
検
討
を
行
い
ま

す
。

議
員　
避
難
所
は
コ
ロ
ナ
対
策
で

一
人
当
た
り
３
．
５
㎡
が
基
準
だ

が
、
確
保
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

補
助
対
象
事
業
費
の
緩
和
を
含
め
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

議
員　
農
業
の
補
助
金
の
多
く
は
、

地
目
が
畑
で
あ
る
農
地
に
作
付
け

し
た
作
物
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

適
地
適
作
や
公
平
性
、
耕
作
放
棄

地
の
抑
制
の
た
め
に
畑
作
も
支
援

対
象
と
す
べ
き
。

町
長　
今
後
は
、
畑
作
に
つ
い
て

も
適
切
な
交
付
が
可
能
か
判
断
し

た
上
で
、
広
く
支
援
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

議
員　
J
A
の
座
談
会
等
に
町
職

員
も
参
加
し
、
農
業
者
と
話
す
機

会
を
設
け
る
べ
き
。

町
長　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
地
域

計
画
策
定
に
向
け
、
職
員
も
集
落

に
出
向
く
予
定
な
の
で
、
農
業
者

の
要
望
を
捉
え
、
町
政
に
反
映
し

ま
す
。

町
長　
地
震
対
象
避
難
施
設
で
７
，

６
６
３
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
、

会
津
盆
地
東
縁
断
層
帯
地
震
の
被

害
想
定
、
３
，
２
６
４
人
全
員
を

受
け
入
れ
で
き
る
数
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
児
童

置
き
去
り
防
止
対
策
を
。

町
長　
国
の
支
援
策
を
活
用
し
、

事
故
の
未
然
防
止
に
万
全
を
期
し

ま
す
。

議
員　
幼
少
中
一
貫
教
育
の
わ
か

り
や
す
い
説
明
を
。

教
育
長　
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
交
え

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
す
。

議
員　
本
町
で
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
。

町
長　
県
に
則
し
て
啓
発
を
行
い
、

町
独
自
の
宣
言
は
検
討
し
ま
す
。

議
員　
町
民
要
望
に
は
途
中
経
過

や
検
討
結
果
の
報
告
を
。

町
長　
報
告
の
ル
ー
ル
化
と
課
内

で
の
情
報
共
有
を
徹
底
し
ま
す
。
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さらに ！ひと言

一
般
質
問

▲ �録画配信
が見られ
ます

長
なが

嶺
みね

　一
かず

也
や

本町子育て支援、高評価の理由は
答 町独自！こども園主食費を無償化

議
員　
子
育
て
支
援
に
係
る
施
策

評
価
は
高
い
状
況
に
あ
る
が
、
他

市
町
村
と
比
較
し
た
と
き
、
特
筆

で
き
る
取
組
み
は
。

町
長　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
一
時
保
育
や
子
育
て
支

援
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
こ
ど
も

園
の
給
食
費
に
係
る
主
食
費
を
無

償
化
と
す
る
経
済
的
支
援
が
評
価

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　
今
後
の
さ
ら
な
る
子
育
て

支
援
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
現
在
実
施
し
て
い
る
支
援

は
継
続
し
つ
つ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
り
患
し
て
回
復
期
に
あ
る
子

ど
も
な
ど
を
医
療
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
保
育
で
き
る
よ
う
、
病

児
・
病
後
児
保
育
を
導
入
し
充
実

を
図
る
考
え
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　
オ
ー
ル
ふ
く
し
ま
買
っ
て

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
町
事
業
者

へ
の
働
き
か
け
は
。

町
長　
商
工
会
と
連
携
し
て
参
加

を
呼
び
掛
け
ま
す
。

議
員　
町
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
に
よ
る
諸

物
価
高
騰
等
の
影
響
の
た
め
、
困

難
と
な
っ
た
社
会
情
勢
に
屈
し
な

い
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
町
民

に
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
杉
山
カ
ラ
ー

を
当
初
予
算
に
反
映
す
る
考
え
な

の
か
。

当
初
予
算
に
杉
山
カ
ラ
ー
を
ど
う
反
映

答 
決
断
と
指
導
力
で
町
を
前
進
さ
せ
る
覚
悟

町長の決断が町の
未来を左右する！

和
５
年
度
以
降
も
そ
の
時
々
の
社

会
情
勢
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

町
長　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
家

族
が
平
穏
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
町
は

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
決
断
し

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
首
長
の
使
命
は
「
決
断
と
指
導

力
」で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
私
は
、

職
員
が
町
の
課
題
に
対
し
積
極
的

か
つ
迅
速
に
取
り
組
め
る
よ
う
し

っ
か
り
と
決
断
し
、
職
員
と
共
に

会
津
美
里
町
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

る
覚
悟
で
す
。
覚
悟
を
持
っ
た
取

組
が
「
杉
山
カ
ラ
ー
」
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
物
価
高
騰
策
を
重
点
対
策

と
し
た
予
算
編
成
が
必
要
と
考
え

る
が
。

町
長　
今
年
度
も
、
国
等
の
補
助

金
を
活
用
し
、
町
の
必
要
な
と
こ

ろ
へ
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。
令

議
員　
移
住
者
に
対
す
る
家
賃
補

助
は
。

町
長　
ま
ず
は
定
住
を
念
頭
に
住

宅
取
得
補
助
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

美
うるわ

しの里に住もう！ 移住者を増やし持続可能な町の前進と賑わいを！
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温
泉
等
条
例
廃
止
で
福
祉
施
策
に
懸
念

答 

住
民
利
用
者
負
担
に
支
援
策
講
じ
る

議
員　
「
あ
や
め
の
湯
」
廃
止
は

や
む
を
得
ず
と
も
新
鶴
温
泉
宿
泊

施
設
の
維
持
継
続
は
共
通
認
識
。

先
の
議
会
「
否
決
」
の
起
因
は
、

そ
も
そ
も
条
例
の
目
的
で
あ
る
住

民
福
祉
の
増
進
と
観
光
の
発
展
振

興
に
懸
念
が
生
じ
た
事
。
町
の
説

明
は
財
政
論
理
に
偏
っ
て
い
て
住

民
の
福
祉
施
策
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　
温
泉
施
設
に
は
観
光
振
興

と
住
民
福
祉
の
増
進
と
い
う
設
置

目
的
が
あ
り
ま
す
。
民
間
譲
渡
の

提
案
は
利
用
料
金
の
値
上
が
り
や

民
間
経
営
へ
の
懸
念
な
ど
、
皆
様

に
不
安
を
与
え
、
否
決
の
要
因
に

な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
民
営

に
な
っ
て
も
町
営
と
同
等
の
福
祉

的
な
役
割
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に

確
か
な
決
意
で
取
組
み
ま
す
。
本

郷
温
泉
も
含
め
利
用
者
負
担
を
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
抑
え
る
助
成
制

度
を
講
じ
、
交
通
手
段
の
な
い
方

へ
の
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　
施
設
が
民
営
と
な
っ
て
も

町
と
の
連
携
は
よ
り
重
要
で
、
緊

密
な
話
し
合
い
の
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長　
温
泉
施
設
を
活
用
し
た
観

光
振
興
の
上
で
よ
り
一
層
の
連
携

は
必
要
で
す
。
本
郷
温
泉
も
含
め
、

定
期
的
な
意
見
交
換
会
実
施
を
合

意
し
て
お
り
、
利
用
者
の
声
を
届

け
る
場
に
し
ま
す
。

▲ �録画配信
が見られ
ます

根
ね

本
もと

　謙
けん

一
いち

さらに ！ひと言

議員の説明責任を
果たそうと思う

町民の期待。新鶴温泉宿泊施設の再生をしっかり見守っていこう

旧本郷一小跡地計画に中高生の声を
答 学校の協力を得て働きかける

な
が
ら
基
本
計
画
策
定
に
繋
げ
ま

す
。

議
員　
中
学
生
、
高
校
生
の
声
も

反
映
さ
せ
た
い
が
ど
う
か
。

町
長　
学
校
の
協
力
を
得
て
、
意

見
集
約
や
探
求
を
働
き
か
け
ま
す
。

議
員　
実
施
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
管
理
運
営
の
考
え
方
を
伺
う
。

町
長　
デ
ザ
イ
ン
や
景
観
、
機
能
、

内
容
等
の
実
施
計
画
を
令
和
５
年

度
に
策
定
。
管
理
運
営
は
先
進
自

治
体
を
調
査
し
、
直
営
、
民
間
委

託
等
の
在
り
方
を
町
民
と
研
究
し

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

議
員　
来
年
度
予
算
編
成
「
議
会

提
言
書
」
に
書
面
回
答
を
。

町
長　
取
り
扱
い
を
議
会
と
協
議

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

議
員　
「
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
」
の
成

果
を
検
証
し
活
用
を
。

町
長　
新
し
い
可
能
性
と
経
済
効

果
が
あ
り
、
改
善
し
ま
す
。

議
員　
基
本
計
画
づ
く
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
大
人
３
回
、
子
ど

も
も
３
回
予
定
。
大
人
が
熟
議
的

に
議
論
す
る
「
意
見
交
換
」
も
必

要
で
は
。

町
長　
開
催
方
法
や
内
容
を
工
夫

し
、
時
間
を
で
き
る
限
り
確
保
し
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さらに ！ひと言

▲ �録画配信
が見られ
ます

星
ほし

　　次
やどる

　

農業用溜池の維持管理は
答 管理者に適切な指導をする

議
員　
溜
池
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
た
が
、
本
町
に
は
何
箇

所
の
溜
池
が
存
在
し
、
利
用
し
て

い
る
溜
池
は
何
箇
所
あ
る
の
か
。

ま
た
、
調
査
結
果
を
公
表
し
た
の

か
伺
う
。

　
使
用
し
て
い
な
い
溜
池
の
管
理

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
併
せ
て

伺
う
。

議
員　
令
和
５
年
度
政
策
方
針
と

当
初
予
算
編
成
は
、
令
和
３
年
度

決
算
の
施
策
評
価
及
び
事
務
事
業

評
価
、
令
和
４
年
度
中
間
評
価
を

踏
ま
え
て
の
編
成
と
考
え
る
が
、

違
う
点
は
あ
る
か
。

　
議
会
か
ら
、
令
和
３
年
度
決
算

へ
提
言
を
行
っ
た
が
、
十
分
に
認

識
し
、
反
映
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

年３回の草刈りで適切に管理されている溜池

当
初
予
算
へ
議
会
提
言
の
反
映
は

答 
提
言
を
基
に
取
り
組
む

業
に
つ
い
て
も
、
昨
年
度
と
違
う

事
業
が
あ
る
の
か
。
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
等
の
経
費
増
加
も
見
込
ん
で

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
考

え
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
伺
う
。

町
長　
議
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま

え
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

立
案
や
事
務
事
業
の
予
算
編
成
は
、

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

が
得
ら
れ
る
予
算
編
成
に
努
め
ま

す
。

　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、

元
気
づ
く
り
・
里
づ
く
り
・
人
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向

け
、
戦
略
的
に
取
り
組
む
事
業
で
、

現
在
、
事
業
立
案
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
行
政
手
続
の
負
担
軽
減
や
利
便

性
向
上
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま

す
。

町長のさらなる
リーダーシップを

期待する。

　
溜
池
の
維
持
管
理
に
は
草
刈
り

等
多
く
の
労
力
を
要
す
る
が
、
町

と
し
て
、
管
理
し
て
い
る
自
治
区

へ
の
補
助
は
考
え
な
い
の
か
。

町
長　
本
町
の
溜
池
は
60
箇
所
で
、

利
用
53
箇
所
、
未
使
用
7
箇
所
で

す
。
管
理
者
の
内
訳
は
自
治
区
35

箇
所
、
土
地
改
良
区
17
箇
所
、
受

益
者
等
に
よ
る
管
理
組
合
が
８
箇

所
で
す
。
調
査
結
果
は
、
ま
と
ま

り
次
第
公
表
し
ま
す
。
未
使
用
の

溜
池
は
、
す
み
や
か
に
廃
止
を
指

そ
の
他
の
質
問

議
員　
蓋
沼
森
林
公
園
の
利
活
用

と
維
持
管
理
は
。

町
長　
長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
、

修
繕
管
理
し
ま
す
。

議
員　
博
士
ト
ン
ネ
ル
の
道
路
沿

線
に
花
の
植
栽
を
。

町
長　
継
続
性
を
考
え
る
と
、
現

実
的
に
は
難
し
い
。

導
し
ま
す
。
ま
た
、

維
持
管
理
の
補
助

は
、
現
在
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
の
で
、

新
た
な
町
補
助
金

は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
防
災
重
点
農

業
用
溜
池
は
、
緊

急
度
が
高
い
順
に

工
事
実
施
に
向
け

た
調
整
を
進
め
ま

す
。
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質
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泉
施
設
譲
渡
理
由
に
正
当
性
は

答 

異
種
で
も
優
れ
た
運
営
能
力
が
あ
る

議
員　
新
鶴
温
泉
施
設
等
の
譲
渡

先
候
補
法
人
の
決
定
に
つ
い
て
、

提
案
書
と
併
せ
て
提
出
書
類
の
１

乃な
い
し至
９
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
５

に
法
人
の
履
歴
事
項
全
部
証
明
書

（
登
記
簿
）
７
に
は
法
人
の
定
款

が
明
記
さ
れ
提
案
書
と
併
せ
て
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
そ
の
登
記
簿
の
目
的
の
欄

を
見
る
と
公
衆
浴
場
の
経
営
、
旅

館
業
法
の
類
似
す
る
事
業
に
つ
い

て
記
載
は
な
い
。
つ
ま
り
、
定
款

の
目
的
に
も
そ
の
類
似
す
る
事
業

等
に
つ
い
て
記
載
が
な
い
と
言
え

る
。
こ
の
法
人
は
こ
れ
ま
で
公
衆

浴
場
の
経
営
、
旅
館
業
法
の
類
似

す
る
事
業
の
実
績
な
ど
何
も
な
い
。

選
定
委
員
会
は
、
何
を
も
っ
て
実

績
が
皆
無
の
法
人
を
公
衆
浴
場
の

経
営
、
旅
館
業
等
に
優
れ
た
運
営

能
力
を
有
す
る
法
人
と
判
断
し
た

の
か
、
そ
の
理
由
は
。

町
長　
異
業
種
で
も
高
い
経
営
能

力
を
有
し
て
お
り
、
電
気
工
事
分

野
に
お
い
て
、
一
代
で
東
北
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
の
企
業

グ
ル
ー
プ
に
名
を
連
ね
る
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
高
い
経
営
能
力

へ
の
信
頼
感
、
温
泉
経
営
へ
の
期

待
感
か
ら
、
最
終
的
に
優
れ
た
運

▲ �録画配信
が見られ
ます

渋
しぶ

井
い

　清
きよ

隆
たか

さらに ！ひと言

ノウハウの無い業者
選定は如何なものか

時価１億6,000万円を超える施設が実質わずか21万円で売却

営
能
力
を
有
す
る
法
人
と
判
断
し

ま
し
た
。

議
員　
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
認
め

た
選
定
委
員
の
人
数
と
理
由
を
伺

う
。

町
長　
選
定
委
員
は
７
名
で
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と
反
対
し
た
委
員

は
２
名
で
し
た
。
反
対
理
由
は
、

事
業
計
画
の
一
部
に
具
体
性
が
欠

け
て
い
る
点
、
民
間
に
よ
る
経
営

継
続
に
対
す
る
不
安
な
ど
で
し
た
。

議
員　
譲
渡
価
格
を
４
０
０
万
円

と
し
た
根
拠
は
。

町
長　
応
募
に
あ
た
り
提
出
さ
れ

た
譲
渡
希
望
価
格
が
４
０
０
万
円

と
、
設
定
し
た
最
低
制
限
価
格
３

７
９
万
円
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と

で
す
。
最
低
譲
渡
価
格
は
、
譲
渡

に
必
要
な
土
地
建
物
測
量
業
務
及

び
不
動
産
鑑
定
評
価
業
務
に
要
し

た
経
費
を
根
拠
と
し
ま
し
た
。

議
員　
買
戻
し
の
特
約
条
項
を
設

け
た
理
由
と
違
約
金
の
割
合
等
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長　
温
泉
施
設
等
の
営
業
中
止

な
ど
、
土
地
建
物
売
買
契
約
に
定

め
る
事
項
に
違
反
し
た
場
合
に
備

え
、
特
約
条
項
を
設
置
し
ま
し
た
。

違
約
金
の
割
合
は
、
譲
渡
価
格
の

30
％
に
設
定
し
ま
し
た
。



一
般
質
問

［13］議会だより第 69 号

さらに ！ひと言

▲ �録画配信
が見られ
ます

櫻
さくらい

井　幹
みき

夫
お

議
員　
令
和
４
年
11
月
９
日
・
10

日
の
懇
談
会
で
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
分
館
廃
止
に
係
る
経
過
説
明

を
受
け
た
。
説
明
で
は
、
す
で
に

高
田
７
地
区
公
民
館
廃
止
の
決
定
。

ま
た
、「
会
津
美
里
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
施
行
し
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
も
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
に
廃
止
す
る
こ
と
を

定
め
た
が
、
地
区
独
自
事
業
の
あ

多くの学びと絆を育んだ地域の灯台は姿を消してしまうのか

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館
の
解
体
見
直
し
を
！

答 

変
更
・
見
直
し
は
し
な
い

り
方
に
つ
い
て
は
、
方
向
性
を
検

討
す
る
と
し
た
。
総
合
的
な
検
証

を
行
っ
た
結
果
を
伺
う
。

教
育
長　
検
証
の
結
果
は
、
平
成

28
年
８
月
に
公
民
館
事
業
等
の

「
統
合
整
理
方
針
」
を
策
定
し
、

公
民
館
実
施
事
業
・
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
実
施
事
業
・
地
区
対
象
の

実
施
事
業
・
関
係
団
体
等
の
支
援

事
業
に
分
類
し
ま
し
た
。
地
区
独

自
事
業
は
、
地
区
住
民
が
主
体
的

に
企
画
・
運
営
に
参
画
で
き
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

　
議
員　
検
討
方
法
に
間
違
い
は
な

か
っ
た
か
。

教
育
長　
最
善
の
方
法
で
取
り
組

み
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

議
員　
改
め
て
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
確
認

す
べ
き
で
は
。

町民に、高齢者に
やさしい町がいいな

教
育
長　
変
更
は
な
い
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
員　
「
会
津
美
里
町
公
共
施
設

長
寿
命
化
計
画
」
で
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
分
館
は
「
地
区
等
へ
の

譲
渡
を
検
討
し
、
譲
渡
が
実
現
で

き
な
い
場
合
は
、
解
体
を
検
討
し

ま
す
。」
と
の
こ
と
。
分
館
譲
渡

の
希
望
の
有
無
に
つ
い
て
各
自
治

区
に
照
会
す
る
時
期
を
含
め
今
後

の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長　
令
和
４
年
度
末
を
目
途

に
、
譲
渡
希
望
の
有
無
を
最
終
確

認
し
ま
す
。
自
治
区
へ
の
譲
渡
に

つ
い
て
は
、
自
治
区
単
体
、
あ
る

い
は
自
治
区
共
同
体
で
活
用
す
る

場
合
の
み
を
想
定
し
て
お
り
、
12

月
中
に
対
象
地
区
の
自
治
区
長
に

照
会
し
ま
す
。
譲
渡
希
望
が
な
か

っ
た
場
合
は
、
民
間
譲
渡
な
ど
の

利
活
用
を
検
討
し
、
利
用
が
無
い

場
合
は
解
体
し
ま
す
。

議
員　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
移

行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
ど
の
よ
う
な
利
活
用
が

で
き
る
か
考
え
ま
す
。

議
員　
無
償
譲
渡
の
可
能
性
を
広

げ
る
方
策
を
提
示
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
実
現
で
き
る
譲
渡
の
あ

り
方
を
検
討
し
ま
す
。

議
員　
最
後
に
答
弁
の
変
更
・
計

画
の
変
更
は
あ
る
か
。

教
育
長　
方
針
ど
お
り
適
切
に
す

す
め
ま
す
。
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川
千
本
桜
の
補
植
・
改
植
計
画
は

答 

新
植
は
困
難
。既
存
の
名
所
を
存
続

議
員　
宮
川
千
本
桜
が
満
開
時
に

な
る
と
、
多
く
の
観
光
客
が
足
を

運
び
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
も
っ
と
綺
麗
に
見
せ
ら
れ
た
ら

良
い
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。
併

せ
て
次
の
こ
と
を
伺
う
。

①
計
画
的
な
新
植
は
出
来
な
い
か
。

②�

面
積
の
拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

③
品
種
を
増
や
し
た
ら
ど
う
か
。

④�

桜
の
名
所
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か
。

⑤�

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入
で

き
な
い
か
。

町
長　
河
川
堤
防
や
道
路
施
設
を

弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
数
々

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
県
の
許
可

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
桜
の
管
理
は
、

長
い
期
間
を
必
要
と
し
、
管
理
に

多
大
な
労
力
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
創
設
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

議
員　
桜
の
名
所
を
新
鶴
温
泉
周

辺
に
作
っ
た
ら
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

町
長　
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
で
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て

行
き
ま
す
。

▲ �録画配信
が見られ
ます

山
やま

内
うち

　豪
すぐる

　

さらに ！ひと言

新鶴温泉
今まで以上に

愛します。

宮川千本桜を後世に残そう。私たちの手で！

吹上運動場トイレを快適に！
答 指定管理者へ再度指導する

議
員　
吹
上
運
動
場
の
屋
外
ト
イ

レ
の
早
急
な
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
の
所
見
を
伺
う
。

　
ま
た
、
地
域
差
に
よ
っ
て
不
公

平
感
が
生
じ
な
い
よ
う
、
二
本
柳

運
動
場
と
同
程
度
の
施
設
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
併
せ
て
所
見
を

伺
う
。

教
育
長　
当
面
の
間
は
、
利
用
者

の
利
便
性
か
ら
屋
外
ト
イ
レ
と
並

行
し
て
体
育
館
の
ト
イ
レ
を
開
放

す
る
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。
な
お
、

不
衛
生
な
状
態
に
つ
い
て
は
、
指

定
管
理
者
へ
清
掃
の
徹
底
を
指
導

し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
優
先
度
を
踏
ま
え
年

次
計
画
に
よ
り
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
地
域
差
が
生
じ
な
い
よ
う

努
め
ま
す
。　
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常任委員会報告
付託された審議案件を、抜粋して報告します。

総務厚生常任委員会 産業教育常任委員会
■町国民健康保険特別会計の増額
医療費の自己負担分（２・３割）を除いた保険
者負担分や自己負担限度額を超えた高額療養費
分等について増額。

🅠�医療費の増額について、何人で見込んだのか。
🅐�医療費の増額は、人数ではなく、保険給付費の

伸びで見込んでいます。なお、昨年度と比較し
105％の伸びとなっています。

■町介護保険特別会計の増額
施設介護サービスや福祉用具購入、住宅改修の
申請増を見込み増額。

🅠�住宅改修のこれまでの件数は。
🅐�住宅改修は例年50~60件ほどあり、件数、金

額ともに伸びています。

�■町特別職で非常勤職員の報酬増額
農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員の
報酬に、新たに能率給を追加。

🅠�地域によって農地集積にハンデがあるため、能
率給に格差が生じるのではないか。

🅐�農地集積に対する達成状況は町全体の集積率を
評価し、個人では活動時間に応じて評価される
ので、特に格差は生じません。

�■高田工業団地の用地販売が見送り
コロナ禍の影響により、購入予定企業が取得を
断念。

🅠�他の企業に売却する予定はあるのか。
🅐�話はいただいているが、正式なオファーではな

く、決定していません。

�■下水道施設の支出増
下水道施設で使用される薬品が不足し、支出が
増加。

🅠�その薬品は何か、また不足した原因は。
🅐�汚泥脱水時に使う凝集剤で、今夏の高温等によ

り、消費量が増加したためです。

町郷土資料館（仮称）
旧新鶴庁舎を改修したこの郷土資料館には、町内
の様々な資料が集められており、資料保管室は圧
巻の光景でした。展示コンセプトや展示物配置予
定、今後のスケジュール等を確認し、いくつかの
改善点を指摘しました。

町内上下水道施設
高田地域への給水拠点である「虫掛配水池」、
地下水塩素滅菌処理を行なっている「本郷浄
水場」、「寺入浄化センター（農業集落排水）」
及び「会津高田浄化センター（公共下水道）」
の計４か所を視察。設備の説明を受け、上下
水道施設の重要性を認識しました。

産業教育常任委員会現地視察　12月13日（火）



町民
コーナー

編
集

記
後

　
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、私
た
ち
新
人
議
員（
６
名
）

も
広
報
広
聴
常
任
委
員
と
し
て

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
、
研
修
や
討
論
を

重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
手
に

取
り
た
い
、
読
み
た
い
「
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
紙
面
づ

く
り
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
号
か
ら
紙
面
の
一
部
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
お
届
け
し
ま

し
た
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
声
・
意
見
を
当
委
員
会
あ
て

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
時
節
柄
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

感
染
症
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。�

（
櫻
井
幹
夫
）

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

平
成
５
年
生
ま
れ

出
身　
東
京
都

職
業　

�

有
機
農
家
（
自
然
農
法
無
の

会
）、
ラ
イ
タ
ー
、
一
般
社

団
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ

事
務
局
長

興
味　

�

堆
肥
づ
く
り
、
雪
中
登
山
、

野
宿
、
山
菜
採
り
、
瞑
想

〈
議
会
よ
り
〉

美
里
の
よ
さ
を
活
か
せ
る
若
者
が

集
ま
り
活
躍
で
き
る
よ
う
、
視
野

を
広
げ
政
策
立
案
に
努
め
ま
す
。

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
横
山
知
世
志

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
小
島　
裕
子

副
委
員
長　
小
柴　
葉
月

委　
　
員　
櫻
井　
幹
夫

委　
　
員　
大
竹　
　
惣

委　
　
員　
荒
川　
佳
一

委　
　
員　
山
内　
　
豪

委　
　
員　
長
嶺　
一
也

委　
　
員　
鈴
木　
繁
明

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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宇う

野の

　
宏こ

う

泰た

さ
ん

（
高
田
地
域
）

🅠
移
住
の
き
っ
か
け
は

🅐
将
来
の
気
候
・
食
料
危
機
な
ど

に
備
え
、
環
境
活
性
型
の
農
業
を

探
究
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
会

津
の
気
候
や
自
然
の
豊
か
さ
、
水

と
食
材
の
美
味
し
さ
に
、
直
感
的

に
ビ
ビ
ッ
と
き
た
か
ら
で
す
。

🅠
お
仕
事
は

🅐
農
業
法
人
で
稲
作
や
経
営
改
善

を
中
心
に
仕
事
を
し
な
が
ら
、
年

2
回
若
者
向
け
環
境
教
育
の
宿
泊

事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

🅠
美
里
町
に
望
む
こ
と
は

🅐
美
味
し
い
食
べ
物
が
あ
り
、
自

然
と
の
関
わ
り
が
根
付
い
た
暮
ら

し
を
提
供
で
き
る
町
。
す
る
と
若

者
が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。

🅠
議
会
へ
一
言

🅐
私
が
2
年
前
に
移
住
し
、
そ
の

後
に
も
数
名
の
若
者
が
移
住
し
ま

し
た
が
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
助

制
度
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
本
当
に

現
行
の
制
度
で
よ
い
の
か
、
是
非

調
査
し
て
欲
し
い
で
す
。

発
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津
美
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集
/会

津
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会
広
報
広
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常
任
委
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会

会
津

み
さ

と
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会
だ

よ
り
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定例会３月会議
２月27日（月）再開予定です

詳しい日程については、２月中旬に各庁舎、生涯
学習センター等に掲示するとともに、町ホームペ
ージに掲載します。

議会を傍聴してみましょう！
■傍聴場所　本庁舎２階議場傍聴席

■ライブ中継
　本庁舎２階フリースペース
　本郷庁舎１階ホール
　新鶴庁舎１階ホール
　宮川・本郷・新鶴生涯学習センター

ホームページで一般質問録画配信中

令和 4年は
86名の方に

傍聴いただきました。
（報道機関を除く）

定例会 3月 6月 9月 12月 合計
傍聴者数 5名 33名 15名 33名 86名
※�３月会議は、コロナウイルス感染拡大防止の
ため、一般質問を書面で行いました。

町議会ホームページでは、過去の会議録
をご覧いただけます。
なお、12 月会議の会議録は、
令和５年３月下旬公開予定です。


